
災 害 発 生 時 の 情 報 収 集 の た め 、 小 型 無 人 機

（ ド ロ ー ン な ど ） の 導 入 を  

 

質 問 者  井  上  一  也  

 

本 年 １ 月 １ 日 に 発 生 し た 能 登 半 島 地 震 は 、

行 政 機 関 の 休 日 な ど も 重 な り 、 被 災 状 況 の 情

報 収 集 に か な り の 時 間 を 要 し て い た 。 我 が 町

で も 大 き な 地 震 な ど が 発 生 し た 場 合 は 同 様 の

状 況 が 発 生 す る 恐 れ も あ る 。 町 で は 災 害 対 応

と し て 無 線 カ メ ラ な ど の 導 入 を 実 施 し て い る

が 、 職 員 が 現 地 に 赴 い て の 情 報 収 集 は 人 員 的

に も 限 界 が あ る 。 こ の た め 、 空 か ら 簡 単 に 現

地 状 況 を 確 認 で き る 小 型 無 人 機 （ ド ロ ー ン な

ど ） の 導 入 を 行 っ て は ど う か 、 所 見 を 伺 う 。  


